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空
気
を
汚
染
し
な
い
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
水
素
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
水
素
を
燃

焼
す
る
と
水
は
生
成
さ
れ
る

が
、
二
酸
化
炭
素
は
排
出
し
な

い
た
め
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
、
輸
送
、
貯
蔵
と
い

う
手
段
と
し
て
水
素
は
有
力
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
媒
体
と
も
言

え
る
。
例
え
ば
、
太
陽
、
風
力

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
で
水
を
電
気
分
解

し
、
水
素
を
つ
く
り
（
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
、
水
素

へ
の
変
換
）、
遠
隔
地
へ
送
り

（
輸
送
）、
後
で
述
べ
る
水
素
吸

蔵
合
金
に
水
素
貯
蔵
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

水
素
は
ド
イ
ツ
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
が

開
発
し
て
い
る
水
素
・
ガ
ソ
リ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
エ

ン
ジ
ン
燃
料
用
に
、
あ
る
い
は

自
動
車
用
、
家
庭
用
燃
料
電
池

へ
供
給
し
電
気
や
熱
を
利
用
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
水
素
は

単
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
い
う

よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
、
貯

蔵
、
輸
送
用
媒
体
と
い
う
特
性

も
あ
る
。

水
素
利
用
を
考
え
る
時
、
液

体
水
素
以
上
の
高
密
度
で
水
素

を
吸
収
、
貯
蔵
す
る
水
素
吸
蔵

合
金
は
優
れ
た
機
能
性
エ
ネ
ル

ギ
ー
材
料
だ
。
一
九
六
〇
年
代

に
水
素
吸
蔵
合
金
が
発
見
さ

れ
、
今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
技

術
開
発
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
蓄
電
池

を
除
き
、
多
く
の
技
術
は
商
品

化
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

合
金
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
シ

ス
テ
ム
の
製
造
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
高
い
と
い
う
理
由
で

あ
る
。「
コ
ス
ト
の
高
低
」
は

既
に
商
品
化
さ
れ
、
大
量
生
産

さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
と
比
較

す
る
伝
統
的
な
発
想
で
計
算
さ

れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
は
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
シ
ス
テ

ム
構
成
原
材
料
か
ら
、
シ
ス
テ

ム
利
用
、
最
終
処
分
に
至
る
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
コ
ス
ト
計

算
、
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
結

果
生
じ
る
環
境
破
壊
修
復
費
用

を
含
む
コ
ス
ト
計
算
、
あ
る
い

は
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
地
域

固
有
の
人
間
環
境
へ
の
付
加
価

値
を
考
慮
し
た
コ
ス
ト
を
考
え

る
流
れ
が
出
て
き
た
。
グ
リ
ー

ン
購
入
法
の
施
行
も
行
わ
れ
、

循
環
型
社
会
実
現
に
向
け
た
新

た
な
環
境
負
荷
評
価
方
法
も
導

入
さ
れ
て
い
る
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
導

入
し
た
愛
媛
県
西
条
市
を
例
と

し
て
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
こ

の
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
紹
介
す

る
水
素
技
術
が
こ
の
地
域
の
人

間
環
境
に
適
し
て
い
た
こ
と
、

そ
の
結
果
、
水
素
技
術
の
導
入

が
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
例

に
な
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
頂

き
た
い
。

◇
　
　
◇

経
済
産
業
省
二
〇
〇
一
年
度

即
効
型
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
研
究
開
発
事
業
「
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
ア
ド
バ
ン
ス
型

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
冷
凍
シ
ス
テ

ム
」
で
研
究
開
発
さ
れ
た
冷
凍

機
が
愛
媛
県
西
条
市
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

高
温
排
熱
源
と
し
て
、
西
条

市
内
の
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る

メ
タ
ン
ガ
ス
燃
焼
温
度
を
高
温

排
熱
源
、
西
条
市
の
地
下
水
温

度
を
低
温
排
熱
源
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。

湧
水
温
度
は
四
季
を
通
じ
て

一
定
（
一
四
〜
一
五
度
Ｃ
）
で

凍
庫
部
分
は
二
四
三
〜
二
五
三

ケ
ル
ビ
ン
（
マ
イ
ナ
ス
三
〇
〜

マ
イ
ナ
ス
二
〇
度
Ｃ
）
レ
ベ
ル

の
冷
凍
庫
（
六
七
立
方
ｍ
）
と
、

プ
ラ
ス
五
度
Ｃ
の
氷
温
庫
（
六

七
立
方
ｍ
）
の
二
つ
の
部
分
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る（
写
真
１
、

２
）。排熱

と
い
う
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
、
同
じ

冷
凍
能
力
を
持
つ
フ
ロ
ン
ガ
ス

を
使
っ
た
従
来
型
冷
凍
機
に
比

べ
、
消
費
電
力
は
わ
ず
か
三

〇
％
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も

三
〇
％
程
度
と
、
超
省
エ
ネ
、

超
低
環
境
負
荷
型
冷
凍
機
で
あ

る
。

あ
る
。
伝
統
的
な
宝
物
と
し
て

市
民
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の

は
、
日
本
名
水
百
選
で
二
度
も

優
勝
し
た
お
い
し
い
湧
水
だ
。

湧
水
は
街
中
に
溢
れ
、
流
れ
て

い
る
（
写
真
３
、
４
、
５
）。

水
温
は
四
季
を
通
し
て
一
四

〜
一
五
度
Ｃ
と
一
定
で
あ
り
、

海
岸
に
面
し
た
海
水
中
に
も
湧

た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
十
一
月
に
合
併

し
、
人
口
約
一
二
万
人
と
な
っ

た
新
し
い
西
条
市
は
、
豊
富
な

海
の
幸
、
山
の
幸
に
恵
ま
れ
、

ク
リ
ー
ン
な
冷
凍
・
氷
温
倉
庫

を
利
用
し
た
新
た
な
食
品
貯

蔵
、
加
工
、
流
通
事
業
の
開
発

な
ど
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し

た
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。「
水
素
」
は
本
来
「
水
の

素
」
で
あ
り
、
水
を
伝
統
的
な

宝
物
と
し
て
代
々
守
り
続
け
て

き
た
「
水
の
街
西
条
」
の
地
域

の
人
々
に
と
っ
て
、
水
素
を
利

用
し
た
先
端
技
術
は
、
西
条
地

域
の
人
々
の
人
間
環
境
を
意
識

し
た
エ
コ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ

る
。〔（
注
釈
）
エ
コ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー：

ECO-Technology

と

は
、
環
境：

Environment

のE

と
、
こ
れ
を
意
識
す
る：

Conscious

のCO

か
ら
つ
く
ら

れ
た
言
葉
で
あ
る
〕

水
素
は
排
熱
、
風
力
、
太
陽
、

地
熱
な
ど
地
域
に
適
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
多
様
な
環
境
条
件
、
人
間

環
境
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
。

西
条
を
中
心
と
し
た
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
の
導
入
は
、
エ
コ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
具
現
化
す
る

一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

◇
　
　
◇

こ
れ
ま
で
の
科
学
技
術
で

は
、
普
遍
的
、
合
理
的
な
技
術

開
発
と
利
用
が
目
標
で
あ
っ

た
。
物
質
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情

報
通
信
か
ら
な
る
パ
ラ
ダ
イ
ム

が
こ
れ
ま
で
の
科
学
技
術
を
支

え
、「
ど
こ
で
も
使
え
、
よ
り

便
利
で
、
よ
り
効
率
的
な
技
術

開
発
」
と
い
う
経
済
活
動
を
推

進
し
、
暮
ら
し
を
豊
に
す
る
文

明
の
進
歩
を
牽け

ん

引
す
る
中
心
的

な
役
割
を
果
し
て
き
た
。

確
か
に
、
物
質
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、情
報
通
信
と
い
う
分
野
は
、

二
十
世
紀
に
は
革
命
的
な
発
展

を
な
し
遂
げ
た
。
わ
ず
か
な
質

量
変
化
が
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
換
さ
れ
る
核
反
応
の
発
見

は
原
子
力
利
用
と
し
て
発
展

し
、
半
導
体
の
発
見
は
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
、Ｌ
Ｓ
Ｉ
を
生
み
出
し
、

更
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
つ
く
り

出
し
、
情
報
通
信
を
支
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
科
学
技
術
の

発
展
は
専
門
家
任
せ
、
人
任
せ

で
も
問
題
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
二
十
一
世
紀
の
い

ま
、
科
学
技
術
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

は
更
に
人
間
・
生
命
と
い
う
非

合
理
的
な
要
素
が
加
わ
っ
た
。

も
は
や
専
門
家
に
は
任
せ
て
お

け
な
い
例
が
出
始
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
体
外
受
精
に
よ
る
受

精
卵
の
中
、
が
ん
の
遺
伝
子
の

な
い
受
精
卵
だ
け
を
母
親
の
母

体
に
戻
し
、
出
産
さ
せ
た
事
例

は
人
の
選
別
で
あ
る
。
こ
の
他

に
も
ク
ロ
ー
ン
人
間
、
ヒ
ト
胚

細
胞
の
利
用
な
ど
、
専
門
家
だ

け
に
任
せ
て
は
お
け
な
い
事
態

が
出
て
き
た
。

な
ぜ
か
。
高
度
医
療
技
術
の

進
歩
は
当
然
だ
が
、
二
十
世
紀

ま
で
の
科
学
技
術
パ
ラ
ダ
イ
ム

に
は
、
主
人
公
で
あ
る
人
間
が

そ
の
中
心
に
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
普
遍
的
、
合
理
的
な
考
え
方

が
万
能
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
人
間
が
か
か
わ
る

生
命
と
い
う
要
素
は
、
人
の
価

値
観
に
基
づ
く
生
命
倫
理
と
い

う
、
判
断
基
準
が
異
な
れ
ば
倫

理
観
も
異
な
る
と
い
う
従
来
の

科
学
か
ら
見
れ
ば
非
合
理
的
な

要
素
で
あ
る
。
人
間
の
感
性
、

感
情
、
五
官
な
ど
の
重
要
性
が

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
で
は
際
立
っ
て

き
て
い
る
。
従
来
の
科
学
技
術

が
扱
っ
て
来
な
か
っ
た
要
素

だ
。
こ
れ
ま
で
人
任
せ
で
あ
っ

た
科
学
技
術
の
世
界
だ
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
一
人
ひ
と
り

が
し
っ
か
り
と
考
え
、
判
断
を

下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
成
果
が
科

学
技
術
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く

る
だ
ろ
う
。◇

　
　
◇

個
々
の
人
の
基
本
的
な
判
断

愛
媛
県
西
条
市
は
背
後
の
四

国
最
高
峰
石
鎚
山
か
ら
、
北
側

の
瀬
戸
内
海
ま
で
広
が
る
街
で

注
目
さ
れ
る
水
素
技
術

環
境
に
や
さ
し
い
冷
凍
機
導
入

地
域
の
特
徴
熟
知
し
得
意
の
技
を
駆
使

地
域
の
特
徴
熟
知
し
得
意
の
技
を
駆
使 

地
域
の
特
徴
熟
知
し
得
意
の
技
を
駆
使 

エ
コ
テ
ク
の
具
現
化
も

地
下
水
を
有
効
活
用

名水百選で２度も優勝した西条の湧水「うちぬき」

湧
水
の
水
温
は
四
季
を
通
じ
14

〜
15
度
Ｃ
と
一
定
し
て
い
る

水をくみに車で訪れる人も多い

愛
媛
県
西
条
市
に
み
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化

愛
媛
県
西
条
市
に
み
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化 

愛
媛
県
西
条
市
に
み
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
活
性
化 

あ
り
、
運
転
温

度
と
し
て
理
想

的
で
あ
る
が
、

よ
り
低
い
冷
凍

温
度
得
る
た
め

に
、
補
助
炭
化

冷
凍
機
を
使

い
、
湧
水
温
度

を
〇
度
Ｃ
ま
で

冷
却
し
て
い

る
。
冷
凍
機
は

日
本
製
鋼
所
が

製
作
し
た
。
冷

従来の冷凍機に比べ、消費電力、ＣＯ２

排出量もわずか30％程度の超省エネ型

き
出
し
、
半

導
体
工
場
も

あ
る
。
こ
の

水
を
利
用
し

た
四
国
唯
一

の
ビ
ー
ル
工

場
も
あ
り
、

最
近
で
は
コ

ー
ヒ
ー
に
最

適
の
硬
度
と

味
わ
い
を
も

つ
水
と
し
て

認
定
さ
れ
、

水
出
し
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
、

水
を
生
か
し

た
新
た
な
食

文
化
発
信
基

地
を
目
指
し

未利用排熱を活用

超省エネ・低環境負荷

″固
有
の
宝
″

水
素
吸
蔵
合
金
利
用
の
ノ
ン
フ
ロ
ン
型
冷
凍
機 

過
去
三
〇
年
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
構
造
は
化
石
燃
料

へ
の
依
存
度
を
低
め
、
原
子
力

や
天
然
ガ
ス
へ
の
依
存
度
を
高

め
て
き
た
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
か
ら
見
る
と
、
供
給

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
六
〇
〜
七

〇
％
は
大
気
中
や
排
水
中
へ
排

熱
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
は
い
ま
も
変
わ
ら
な

い
。
水
素
吸
蔵
合
金
を
利
用
し

た
冷
凍
機
は
、
未
利
用
排
熱
と

水
素
吸
蔵
合
金
を
利
用
し
た
超

省
エ
ネ
、
超
低
環
境
負
荷
型
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

水
素
吸
蔵
合
金
が
水
素
を
吸

収
す
る
反
応
は
発
熱
反
応
で
、

水
素
を
貯
蔵
し
た
合
金
か
ら
水

素
を
放
出
す
る
反
応
は
吸
熱
反

応
で
あ
る
。
八
〇
度
Ｃ
以
上
の

比
較
的
高
温
度
で
水
素
を
吸
収

放
出
す
る
水
素
吸
蔵
合
金
（
高

温
用
）
に
水
素
を
貯
蔵
し
て
お

く
。
こ
の
合
金
に
工
場
や
ご
み

焼
却
場
の
高
温
排
熱
を
与
え
、

水
素
ガ
ス
を
放
出
さ
せ
る
。
放

出
さ
れ
た
水
素
ガ
ス
を
、
室
温

以
下
で
水
素
を
吸
収
放
出
す
る

別
の
水
素
吸
蔵
合
金（
低
温
用
）

に
吸
収
さ
せ
る
。
こ
の
時
、
発

熱
す
る
た
め
、
河
川
や
地
下
水

な
ど
の
低
温
熱
を
利
用
し
、
効

果
的
に
水
素
を
吸
収
さ
せ
る
。

次
に
、
こ
の
低
温
用
水
素
吸
蔵

合
金
か
ら
水
素
を
放
出
さ
せ
る

と
、周
囲
か
ら
熱
を
奪
う
た
め
、

周
囲
の
空
間
温
度
は
低
下
す

る
。
放
出
さ
れ
た
水
素
ガ
ス
は

再
び
初
め
の
高
温
用
水
素
吸
蔵

合
金
に
戻
し
、
吸
収
さ
せ
る
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
大
容
積
空
間
を
冷
凍
冷

蔵
温
度
に
設
定
で
き
る
。

は
価
値
観
に

支
配
さ
れ

る
。
人
の
価

値
観
は
、
生

ま
れ
育
っ
た

家
庭
、学
校
、

地
域
、伝
統
、

文
化
、宗
教
、

国
と
い
っ
た

人
間
を
取
り

巻
く
周
囲
の

あ
ら
ゆ
る
事

象
が
要
素
と

し
て
働
く
人

間
環
境
に
よ

り
決
定
さ
れ

る
。
地
球
上

に
は
モ
ザ
イ

ク
の
よ
う
に

散
り
ば
め
ら

れ
た
多
様
な

文
化
、
価
値

観
が
あ
る
。
日
本
国
内
だ
け
を

取
り
上
げ
て
も
、
地
域
固
有
の

特
色
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
「
普
遍
性
、
合
理

性
」
と
い
う
科
学
技
術
の
名
の

下
に
、
ど
れ
だ
け
の
固
有
の
伝

統
、
文
化
、
価
値
観
が
消
滅
し

て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
伝
統
的

な
「
先
端
科
学
に
基
づ
く
合
理

的
な
新
技
術
だ
か
ら
認
め
る
べ

き
」
と
い
う
地
域
固
有
の
人
間

環
境
を
無
視
し
た
や
り
方
で

は
、
横
並
び
、
物
真
似
の
地
域

振
興
策
し
か
出
て
こ
な
い
。

日
本
の
地
方
自
治
体
の
場

合
、他
の
都
道
府
県
が
導
入
し
、

成
功
し
た
事
例
を
真
似
た
施
策

を
導
入
す
る
傾
向
が
強
い
。
し

か
し
、
地
域
固
有
の
人
間
環
境

を
抜
き
に
し
て
、
同
じ
よ
う
に

成
功
す
る
は
ず
は
な
い
。
ま
ず

自
分
が
生
活
し
て
い
る
地
域
固

有
の
特
徴
、
特
色
、
独
自
性
を

熟
知
し
、
得
意
な
技
を
駆
使
し

た
政
策
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

成
功
へ
の
道
と
言
え
よ
う
。

国
内
外
を
問
わ
ず
、
多
様
性

と
持
続
性
が
求
め
ら
れ
る
い

ま
、
地
域
固
有
の
伝
統
、
文
化
、

価
値
観
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の

科
学
技
術
が
無
視
し
て
き
た
地

域
固
有
の
人
間
環
境
を
積
極
的

に
意
識
し
た
活
性
化
策
が
求
め

ら
れ
る
。

西
条
市
に
導
入
さ
れ
た
水
素
収
蔵
合
金
利
用
の
冷
凍
機
（
正
面
）

多様性と持続性目指し 多様性と持続性目指し 
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